
委員会評価報告書

事 業 名 公民館運営事業（令和元年度実施）

担当課・室・係 社会教育課・社会教育係

事業の目的

市民への公民館の教室や講座、自主運営クラブに関する情

報を広く提供し、幅広い層に対して公民館での生涯学習活動

への参加を促進する。

事業の概要

生涯学習情報の提供と幅広い層に対しての活動への参加を促進

するため、青少年教育等の各種教育を実施した。

また、学習活動の成果を発表する機会の拡充と地域への還元を講

じるため、各公民館で生涯学習まつりを開催し、公民館クラブ生の

作品展示や学習成果の発表を行っている。さらに、公民館関係職員

の資質向上を図るため、大分県公民館連合会主催の研修会等へ積極

的に参加し、情報交換や市全体の統一的な運営を図っている。

事業結果に

対する評価

Ａ

きわめて良好

Ｂ

良 好

Ｃ

おおむね適正

Ｄ

問題がある

Ｅ

かなり問題

【問題点など】

各種講座やクラブ活動に参加することにより、市民が教養を高め、生きがい

を感じていることから、事業結果は良好と認められるが、以下のような問題点

も見受けられる。

特定の市民だけがいつも公民館を利用するのではなく、もっと広く市民に利

用してもらえるような魅力ある活動を考案し、その周知を工夫する必要がある。

現在の活動が高齢化する市民のニーズとずれを生じる可能性があるため、市

民の動向を探りながら、今後の時代変化を見据えた公民館運営を心がける必要

がある。

事業の今後

の方向性

１

拡 充

２

継 続

３

改 善

４

縮 小

５

休止・廃止

【提言など】

公民館運営は、市民一人ひとりが豊かな知性と教養を得られ、健康で充実し

た生活を送るために、また仲間づくりにとっても重要なものであることから、

事業の今後の方向性は継続とし、特に以下の点を求める。

指定管理制度を導入することで、各町の公民館との連携を強化し、問題点や

改善点、良い事業を共有し、各公民館の特色を出しながらも、偏りのない運営

に努めること。

指定管理制度の導入により、公民館活動が縮小しないよう行政から管理者に

指導し、公民館まつりなどの事業の維持拡大を通じて、市民に喜ばれるような

運営を検討すること。


